
平成２３年（２０１１年）７月３１日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

小平市議会のホームページをご利用ください。アドレスは http://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/ です。

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

請
願
・
陳
情

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願

生
活
文
教
委
員
会

請
願
第
１
号　

園
庭
及
び
校
庭
に
お
け
る
放
射
線
測
定
と
放
射
線
測
定

器
購
入
等
に
つ
い
て

　

６
月
定
例
会
で
は
請
願
２
件
を
受
理
し
、
１
件
を
採
択
、
１
件
を
継
続
審

査
と
し
ま
し
た
。
陳
情
に
つ
い
て
は
３
件
を
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機

関
に
陳
情
文
書
表
を
配
付
し
ま
し
た
。
採
択
し
た
請
願
は
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
も
の
で
、
意
見
書
欄
に
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
閉
会
中

の
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９
　６月定例会では３件
の意見書を可決し、関
係機関へ送付しました。
 （要旨）

意見書意見書意見書
子
ど
も
「
年　

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
」

２０

基

準

の

見

直

し

を

求

め

る

意

見

書

　

文
部
科
学
省
は
４
月
、
校
舎
・
校

庭
等
の
利
用
判
断
に
お
け
る
放
射
線

量
の
目
安
と
し
て
、
年　

粛
シ
ー
ベ

２０

ル
ト
と
い
う
基
準
を
福
島
県
教
育
委

員
会
等
に
通
知
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

原
発
労
働
者
が
白
血
病
を
発
症
し
労

災
認
定
を
受
け
る
線
量
に
匹
敵
し
、

子
ど
も
が
長
時
間
過
ご
す
学
校
に
適

用
す
る
値
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
後
、
年
１
粛
シ
ー
ベ
ル
ト
以

下
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、

同
時
に
年
１
か
ら　

粛
シ
ー
ベ
ル
ト

２０

の
暫
定
基
準
は
当
面
維
持
す
る
と
し
、

基
準
そ
の
も
の
は
見
直
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
対
応
は
、
示
し
た

数
値
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
被
爆
量
を

抑
え
よ
う
と
い
う
学
校
側
の
自
主
的

な
防
護
措
置
を
妨
げ
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
学
校
の
利
用
基
準
、
年　

粛
シ
ー

２０

ベ
ル
ト
を
見
直
す
よ
う
求
め
ま
す
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
環
境
大
臣
あ
て

　

原
子
力
発
電
は
大
量
の
核
燃
料
廃

棄
物
を
排
出
し
ま
す
。
地
震
が
多
い

我
が
国
に
そ
の
最
終
処
分
場
を
確
保

す
る
こ
と
は
困
難
を
き
わ
め
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
へ
の
転
換
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
自

然
界
で
起
こ
る
現
象
か
ら
取
り
出
す

こ
と
が
で
き
る
太
陽
光
、
太
陽
熱
、

風
力
、
小
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
地

熱
、
波
力
な
ど
を
言
い
ま
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
密
度
は
低
い
で
す
が
広
く
大

量
に
存
在
し
、
枯
渇
し
ま
せ
ん
。

　

小
平
市
は
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
を
作
成
し
、
太
陽
光
発
電
日
本

一
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

今
こ
そ
真
に
安
心
・
安
全
で
ク
リ
ー

ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
が
国
民
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
国
会
及
び
関

係
行
政
庁
に
対
し
、
原
子
力
推
進
か

ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
へ
転
換
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
環

境
大
臣
あ
て

　

３
月　

日
に
発
生
し
た
東
北
地
方

１１

太
平
洋
沖
地
震
、
大
津
波
被
害
か
ら

の
本
格
的
な
復
興
は
被
災
地
の
み
な

ら
ず
、
日
本
経
済
全
体
の
復
興
を
意

味
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
政
府
が

迅
速
に
復
興
に
向
け
た
大
規
模
な
補

正
予
算
を
編
成
し
、
執
行
し
て
い
く

こ
と
が
被
災
者
に
安
心
を
与
え
、
自

治
体
が
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
的
確
な
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
さ
ら
な
る
補
正
予
算
を
編
成
し
、

本
格
的
な
復
興
に
向
け
た
力
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
内
外
に
発
出
す
る
こ
と

は
、
国
会
及
び
政
府
に
課
せ
ら
れ
た

重
大
な
使
命
と
考
え
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
政
府
及
び
国

会
に
対
し
、
今
般
の
未
曽
有
の
大
災

害
か
ら
の
一
刻
も
早
い
復
興
を
実
現

す
る
た
め
与
野
党
間
の
協
議
を
精
力

的
に
進
め
、
早
期
に
第
二
次
補
正
予

算
を
編
成
し
、
今
国
会
の
中
で
成
立

を
図
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
国
家
戦

略
担
当
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
経
済
財
政
政
策
）、
内
閣
官
房

長
官
あ
て

原
子
力
推
進
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
へ
の
転
換
を
求
め
る
意
見
書

震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
た

補
正
予
算
の
早
期
編
成
を

求

め

る

意

見

書

《
小
学
３
年
生
》

○
５
月　

日　

八
小　

人

１９

８１

○
６
月　

日　

十
一
小　

人

１４

９０

○
６
月　

日　

学
園
東
小　

人

１６

７０

○
６
月　

日　

六
小　

人

１７

８４

○
６
月　

日　

二
小　

人

２０

６０

○
６
月　

日　

鈴
木
小　

人

２１

２３

○
６
月　

日　

七
小　

人

２３

１０７

○
６
月　

日　

花
小
金
井
小　

人

２４

４９

○
６
月　

日　

十
小　

人

３０

７２

　

改
選
に
伴
い
、
議
会
報
編
集
委
員

会
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
議
会
の
活
動
を
積

極
的
に
お
知
ら
せ
し
、
議
会
へ
の
関

心
と
親
し
み
を
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、
読
み
や
す
く
て
わ
か
り
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
編
集
委
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見
や
お
気
づ
き
の
点
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〒　

儿　

小
平
市
小
川
町
二
丁
目

１８７

８７０１

１
３
３
３
番
地

緯
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
６

　

０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
６
７

FAX あ
と
が

あ
と
が
きき

議
場
見

議
場
見
学学

贈
ら
な

贈
ら
な
いい

求
め
な

求
め
な
いい

受
け
取
ら
な

受
け
取
ら
な
いい

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
人
に
あ
い

さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
を
除
く
）
を
出
し
た
り
、
お

金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
し
入
れ

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
町
内
会
の
催
し
物
や
旅
行
会
等
へ

の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
し
入
れ

○
入
学
祝
い
や
卒
業
祝
い

○
病
気
見
舞
い

○
葬
式
の
花
輪
や
供
花

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪
や
お

祝
い
な
ど

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4月21日～7月26日
本会議、委員会、諸会議など

議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌

２８日　世話人会議

９日　幹事長会議
１１日　全員協議会
１３日　幹事長会議
１６日　新議員研修会（１８日まで）
１９日　幹事長会議
２３日　５月臨時会
２６日　多摩六都科学館組合議会臨時会
２７日　東京都三多摩地区消防運営協議会
３０日　幹事長会議

三多摩上下水及び道路建設促進協議会総会
３１日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会

２日　議会運営委員会
７日　６月定例会初日
８日　６月定例会２日目（一般質問）
９日　６月定例会３日目（一般質問）
１０日　６月定例会４日目（一般質問）

１４日　総務委員会
１５日　生活文教委員会
１６日　厚生委員会
１７日　建設委員会
２０日　防災対策調査特別委員会
２１日　議会改革調査特別委員会
２３日　幹事長会議
２４日　議会運営委員会
２９日　６月定例会最終日

議会報編集委員会

４日　野火止用水保全対策協議会
１１日　東京都十一市競輪事業組合議会臨時会

東京都四市競艇事業組合議会臨時会
１５日　湖南衛生組合議会臨時会

多摩北部都市広域行政圏協議会審議会
１９日　議会報編集委員会
２０日　議会改革調査特別委員会
２１日　小平・村山・大和衛生組合議会行政視

察（静岡県静岡市・浜松市、２２日まで）
２６日　三鷹・立川間立体化複々線促進協議会

多摩地域都市モノレール等建設促進協議会

4　　月

5　　月

7　　月

6　　月

会 派 の 構 成会 派 の 構会 派 の 構 成成

傍　聴　席　(60席)

議長席

演壇

理事者席 理事者席

6
平野

5
村松

4
橋本

3
幸田

15
日向

14
吉池

13
山岸

12
　川

25
岩本

24
坂井

23
浅倉

22
立花

8
細谷 7

小林
18
佐藤 17

末廣 16
石毛

28
木村 27

滝口 26
常松

2
堀

1
磯山

11
小野

10
川里

9
宮寺

21
津本

20
永田

19
佐野

　会派とは、市議会内で政治上の主義や政策等を同じくする議員同士が集まって政治
活動を行うことを目的として結成された団体のことです。小平市議会では２人以上の
議員をもって会派を構成することができます。

○＝幹事長
政和会（７人）
○宮寺　賢一　磯山　　亮　小野こういち
　川里　春治　佐野　郁夫　永田　政弘
　堀　　浩治
フォーラム小平（４人）
○常松　大介　石毛航太郎　小林　洋子
　滝口　幸一
生活者ネットワーク（３人）
○岩本　博子　日向美砂子　平野ひろみ
みんなの党小平の会（２人）
○坂井やすのり　吉池たかゆき 

市議会公明党（６人）
○浅倉　成樹　 川　　浩　立花　隆一
　津本　裕子　山岸真知子　幸田　昌之

日本共産党小平市議団（４人）
○佐藤　　充　木村まゆみ　末廣　　進
　細谷　　正
虹とひかり（２人）
○橋本　久雄　村松まさみ

議 場 議 席 図議 場 議 席議 場 議 席 図図


